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【第 3弾】部活動派遣費問題を考える 

地域円卓会議 in豊見城 
 

せっかくの晴れ舞台、登録外メンバーも連れていきたい。 

その意義と課題を確認する。 

 

実施報告書 

 

 

 

日  時： 2022 年 9 月 16 日（金）18:30-21:10（受付開始 18:00～) 

場  所： 豊見城市社会福祉センター レク室 

共  催： 公益財団法人みらいファンド沖縄、NPO 法人豊見城市体育協会 

協  力： NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

 

 

報告書作成 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄  
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【報告】【第 3弾】部活動派遣費問題を考える地域円卓会議 in豊見城 
 

■日  時：2022 年 9 月 16日（金）18:30-21:10 

■場  所：豊見城市社会福祉センター レク室 

■着席者数：7 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■来場者数：12 名（NPO、教育機関等） 

■共  催：公益財団法人みらいファンド沖縄 

NPO 法人豊見城市体育協会 

■協  力：NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

沖山 亜紀子（NPO法人豊見城市体育協会 事務局） 

せっかくの晴れ舞台、登録外メンバーも連れていきたい。 

その意義と課題を確認する。 

当円卓会議のシリーズは、部活動に関する派遣費問題を議論してきました。今回はいわゆる「登録外メンバー」 

に関する議論です。派遣が決まっているメンバーは勿論、サポートや応援そして来年へのイメージ作りと登録外 

のメンバーを連れて行くことも大きな学習効果があると想定されます。この円卓会議では、行政からの助成のな 

いメンバーへの支援の意義とその方向性についての課題を共有します。 

 

 

センターメンバー 

 
沖山 亜紀子 

NPO 法人 

豊見城市体育協会 

事務局 

     
新崎 恒 

サッカーチーム 

Casa okinawaU15  

監督 

 
與那覇 蒼空 

サッカーチーム 

Casa okinawaU15 

選手 

 
佐久間 暖人 

サッカーチーム 

Casa okinawaU15 

選手 

 
  溝井 洋輔 

沖縄タイムス社  

記者 

論点提供 
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＜板書記録＞ 
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今後のアプローチの方向性（提案） 

  

1） 派遣に参加した子ども、コーチ、親の話から、 登録外メンバーも含めて子どもの変化や成長は明確

であり、派遣に連れていく意義は大きい。また、チームとしての経験を持つことができる。 

2） 派遣を支えるためには地域との連携が重要であるが、その支え手となる「地域」とは誰なのか、みん

なで支えるための方法を考えていく必要がある。また、地域や環境によって体験の格差があっては

ならない。 

3） 地域とスポーツ、生涯スポーツの関係性は、学校から地域へ大きく変化する時期で、地域の体育協

会の役割も変化していく。体育協会が短期的、長期的にどういう役割を担うのか整理する必要があ

るだろう。 
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■参加者によるサブセッション 

せっかくの晴れ舞台、登録外メンバーも連れていきたい。 

その意義と課題を確認する。  

（参加者記載の原文をそのまま記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②・・・と記載） 

                       

① 

補欠メンバー 希望を 

補欠メンバーも含めた練習試合 

登録メンバー 登録外の温度差 支援金の有無 

本州での応援の人数の差 アウェイ館 

地区県大会のたびに船や飛行機 

前乗り 台風による延泊 

競技別の支援格差 

小中高 

 ↑お金をかけたいサッカーで中学の大会での

支援が最も少ない 

 

 

② 

・ソフトテンス教えている 

・学校→地域に移行 

・地域スポーツ視点を変えていく必要 

・1.仲間としての観点 

→団体教育 

・2.（次のレギュラー）育成の観点 

→メリハリ付けた補助必要 

・2.の方が… 

専門の行政の観点でいくと広く浅くになって 

しまう 

・親もレギュラーなれないと悔しい 

・箱根駅伝 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

・体験格差 

・教育員会による 

・行政のわく組 

・ふるさと納税遠征費にあてる 

・調整機能 

・スポーツの幅が時代によって広がった 

・スポーツの発展 

・地域ごとの相性 

・離島は部活うんぬんより生活が大変 

・移動の際の運賃を引き下げるべき 

・ひとつのわく組 

・いろいろな補助金がある 
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【第 3弾】部活動派遣費問題を考える地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2022年 9月 16日（金）18:30-21:10 

・場所：豊見城市社会福祉センターレク室 

・着席者：7名（論点提供者、司会、記録者含む） 

・参加者：12名※内３名取材のためのメディア関係者 

（アンケート回収 5 名、回収 41％） 

１．どちらから？ 

２．所属 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

４．満足度 

平均：5（5 点中） 

5.満足 
4.概ね 

満足 

3. 

普通 

2.あまり

満足して

ない 

1. 

不満足 

3 名 2 名 0 名 0 名 0 名 

 

５．満足度の理由 

（５．満足） 

・ サッカーチームの選手、監督、保護者のお話

がきけた。 

・ いろいろな方とつながった。いろいろな考え

方があるなと非常に勉強になった。 

・ 離島における部活が抱えている課題につい

て学ばせて頂きました。 

(４. おおむね満足) 

・ 私自身がスポーツの選手と指導者を行って

いることや行政－自治を専門としているこ

とから大変興味深く拝聴しました。 

・ 指導者、選手、保護者の声が直に聞けたのが

大変良かった。21時までは少し長いように感

じた。とてもよい会議なのに参加者が少ない。

もったいないと思う。（周知不足かなぁ） 

 

６．円卓会議で印象に残ったこと 

・ 生徒（中学生が一生懸命語っていた点が印象

に残った。 

・ 保護者が子供に対しての思い「お金はかかる

が人生への投資と思えば」といったことが印

象に残る。保護者に聞いたことは良いアイデ

アと思う。 

・ 選手が「県外のチームのプレーや立ち居ふる

まいから学ぶことがある」ことが体験の価値

なのだろうと納得しました。 

・ １.地域って誰？誰を指しているの？という

ところを顔が見える化していかないといけ

ないなーと思いました。2. 部活動の地域以

降に関する問題もチャンスに変えないとい

けない。 

・ 地区大会の段階で船舶移動が必要になる地

域があるということが、本土出身の人間にと

っておどろきでした。 
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（写真）会場の様子 
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＜サブセッション 記録用紙＞ 

 


